
通信　「所長のつぶやき」

第8回　点字について
(1) 日本点字制定記念日
　 　みなさんご存じのように11月１日は「日本点字制定記念日」です。1890年（明治23年）に、東京
　盲学校の教員だった石川倉次の案が日本の点字として採用されました。今年は日本の点字が制定さ
れて135年になります。
日本の点字の元となったのは、フランスのルイ・ブライユが考案した６点の点字です。今年は、ルイ・ブ
ライユが点字を考案して200年の記念すべき年です。また、日本で国会議員の選挙に点字投票が認
められて100年の記念の年です。
こんな記念すべき年にふさわしいものではありませんが、私にとっての点字の思い出をすこし書きたいと思います。以前にも書いたように、私は盲学校小学部に入学し、点字に出会い、「自分で読み書きが自由にできる文字を持てた」と大変うれしく思いました。とはいえ、勉強も読書もあまり好きではなかったため、なかなか上達しませんでした。中学３年生の頃、「少しは勉強しないと」と思うようになり、高校受験の参考書を従兄弟に読んでもらい、点字で書き写しました。当時は、パソコン点訳もインターネットもない時代、自分が必要な参考書は誰かに読んでもらい自分で点訳するか、ボランティアの方に点訳してもらうかしかありませんでした。高校生になると、盲学校に来てくださっていた大学生のサークルの方に参考書を読んでもらうようになりました。点訳した参考書ができてあがっていくことに達成感を感じ、あまり読み返しもせずに次から次へと作っていきました。おかげで、点字を書くことがずいぶんと速くなりました。
(２) 校内の点字検定と社会人の点字協議会
　  点字制定記念日の頃に校内の点字検定があります。「め書き」「五十音書き」「聞き書き」「写し書き」
「早読み」の５種目でした。各種目で１～10級までの点数が決められており、それぞれの種目の級が判定されます。名古屋盲学校では、５種目のうち最も低いものがその人の（総合的な）級になりました。結果は担任の先生が伝えてくださり、前の年よりも進級していた場合は認定証がもらえます。専攻科になってからのこと、担任の先生が「志水くん、この結果は間違っているんじゃないか」と言われました。書きの種目は１級か２級なのに読みは６級ぐらいだったのです。「いえいえ、これはまちがいありません」なのです。
　　　専攻科の３年生の時に、さすがに受験勉強の成果というべきか、読みが３級になりました。何年かぶ
りに進級でき、点字は３級で盲学校卒業ということになりました。
　　　１９８６年に日本盲人会連合（当時）が主催する社会人の点字協議会の全国大会に、同僚二人ととも
に、岡山県チームとして出場しました。種目は、
　①１行連続書き（名称が違っているかもしれません）：３２マスを使って書かれた文を２分間繰り返して書く種目
　②聞き書き：読み上げられた課題の文章を２分間でなるべく正確に書く種目
　③早読み：課題の点字文章を１分間で速く読む種目
の３種目でした。
　  ３人のうち上位ふたりの成績がそのチームの成績になります。一人は書きも読みも得意、もう一人は
読みが得意、私は書きが得意でした。結果は見事優勝。10年ほど後に生徒の引率で日本点字図書館 
を訪問した際、理事長をされていた本間一夫先生に「岡山は、得意種目を生かして優勝されましたね」
と言われました。10年経っても覚えていてくださり、うれしく思いました。
(３) 点筆と定規
　  その後、タイプライターやパソコンを使うようになり、私の点字板で書く点字の腕はさびついてしまい
ました。しかし、ちょっとしたメモを書くときなど、点筆と定規は欠かせないものになっています。
 筆者　：　志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
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